
 

令和６年度 

学校評価のまとめ 

  

令和７年１月 

千葉市立高洲中学校 

アンケート実施：令和６年１１月 

回答率： 生徒（８２％） 保護者（７２％） 職員（１００％） 

アンケート項目 生徒平均 保護者平均 教職員平均 

１．生徒は授業に前向きに取り組んでいる。 3.3 3.1 3.1 

２．生徒はテスト前だけでなく、日ごろから家庭学習に取り組んでいる。 2.7 2.6 2.2 

３．教職員はわかりやすい授業を心掛けている。 3.3 3.0 3.3 

４．教職員は学習相談を積極的に行っている。 3.4 3.0 2.9 

５．生徒は道徳の授業で、他の考えを知ったり自己の考えを深めたりしている。 3.3 2.9 3.1 

６．生徒は学校のルールをしっかり守っている。 3.5 3.4 3.1 

７．生徒は進んで挨拶するなど礼儀を心掛けている。 3.4 3.2 2.6 

８．教職員は生徒の間違った言動をきちんと指導している。 3.4 3.1 3.2 

９ 教職員は生徒の考えに耳を傾け、助言している。 3.3 3.1 3.4 

10．教職員は生徒の悩みの相談に素早く対応している。 3.4 3.1 3.3 

11．先生はいじめがないように生徒の様子をよく観察して、早期発見等に努めている。 3.3 3.0 3.3 

12．生徒は学校に楽しく通っている。 3.4 3.3 3.1 

13．生徒は学校行事に楽しく参加している。 3.5 3.4 3.5 

14．生徒は部活動に意欲的に取り組んでいる。 3.4 3.2 3.0 

15．生徒は卒業後の進路や将来のことをイメージしている。 2.9 2.6 2.2 

16．生徒は困難な状況にあっても気持ちを立て直したり、前向きに取り組んだりすることができる。 3.0 3.0 2.7 

17．生徒は他の人の意見を聞き、自分の考えを調整できる。 3.2 3.1 2.8 

18．自分には良い所があると思う。（生徒のみ回答） 3.0  
 

 
 

19．高洲中は学校の様子を学校だよりや HP 等で伝えている。 3.1 3.1 3.5 

20．高洲中は生徒の健康の保持・増進に努めている。  3.3 3.1 3.6 

21．教職員は熱意をもって教育活動に取り組んでいる。 3.5 3.1 3.5 

22．教職員は保護者に対して適切に対応している。 （保護者・教職員のみ回答）  
 

3.2 3.4 

23．高洲中の教育活動全般に満足している。（保護者・教職員のみ回答）  
 

3.1 3.2 
 

 
【アンケート結果に対する考察】 

生徒は全体的に落ち着いた学校生活を送り、学校行事にも楽しく参加している様子がうかがえま

す。保護者のみなさまにはさまざまな行事でお子さまが活躍する姿をご覧いただけたことと思います。

アンケートの結果は昨年度と傾向は変わっておりませんが、今年度も家庭学習への取り組みが一番

の課題です。テスト前にまとめて勉強するのではなく日ごろからコツコツと取り組めるように、学校で

も声かけや課題の出し方の工夫をするなど、家庭学習の習慣化を図っていく必要があります。「卒業

後の進路や将来のことをイメージしている」に対する割合も低く、１・２年次から上級学校や職業につ

いて理解を深めていくことができるようキャリア教育に取り組んでいきたいと思います。また、昨年度

からレジリエンス（しなやかに困難を乗り越える力）の育成に重点を置いて道徳科の授業を進めてき

ましたが、気持ちの弱い生徒が多いと感じられる場面もあり、今後も生徒個々の良さや強みを伸ばし

ていけるよう、道徳科だけでなく各教科や学校行事等においてもレジリエンスを取り入れた指導の工

夫をしていきたいと考えております。これからも高洲中の教育活動へのご理解、ご協力をよろしくお願

いいたします。 


